
５．年金・医療・介護など社会保障制度の充実

○ 「消えた年金」「消された年金」問題の解決に集中的に取り組みつつ、
国民が信頼できる、一元的で公平な年金制度を確立する。「所得比例年
金」「最低保障年金」を組み合わせることで、低年金、無年金問題を解
決し、転職にも対応できる制度とする。

連立政権樹立に当たっての政策合意 （抄）連立政権樹立に当たっての政策合意 （抄）
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マニフェスト政策各論

３ 年金・医療

18 一元化で公平な年金制度へ

【政策目的】

○公的年金制度に対する国民の信頼を回復する。

○雇用の流動化など時代にあった年金制度、透明で分かりやすい年金制度をつくる。

○月額７万円以上の年金を受給できる年金制度をつくり、高齢期の生活の安定、現役世代の安心
感を高める。

【具体策】

○以下を骨格とする年金制度創設のための法律を平成２５年までに成立させる。

＜年金制度の骨格＞

○全ての人が同じ年金制度に加入し、職業を異動しても面倒な手続きが不要となるように、年金
制度を例外なく一元化する。

○全ての人が「所得が同じなら、同じ保険料」を負担し、納めた保険料を基に受給額を計算する
「所得比例年金」を創設する。

○消費税を財源とする「最低保障年金」を創設し、全ての人が７万円以上の年金を受け取れるよ
うにする。「所得比例年金」を一定額以上受給できる人には、「最低保障年金」を減額する。

民主党の政権政策 Manifesto2009 （抄）民主党の政権政策 Manifesto2009 （抄）



年金

公平な新しい年金制度を創る

危機的状況にある現行の年金制度を公平で分かりやすい制度に改め、年金に対する
国民の信頼を確保するため、以下を骨格とする年金制度創設のための法律を2013年ま
でに成立させます。

①すべての人が同じ年金制度に加入し、職業を異動しても面倒な手続きが不要となる
ように、年金制度を例外なく一元化する

②すべての人が「所得が同じなら、同じ保険料」を負担し、納めた保険料を基に受給
額を計算する「所得比例年金」を創設する。これにより納めた保険料は必ず帰ってく
る制度として、年金制度への信頼を確保する

③消費税を財源とする「最低保障年金」を創設し、すべての人が７万円以上の年金を
受け取れるようにすることで、誰もが最低限の年金を受給でき、安心して高齢期を迎
えられる制度にする。「所得比例年金」を一定額以上受給できる人には、「最低保障
年金」を減額する

④消費税5％税収相当分を全額「最低保障年金」の財源として投入し、年金財政を安定
させる

民主党政策集 INDEX2009 （抄）民主党政策集 INDEX2009 （抄）


